
令和３年度 農業科のまとめ 

                 【喜多方市立熊倉小学校】 

【サトイモ＆枝豆づくりにチャレンジ！】 

 ３・４年生は、毎年行われる芋煮会に向けて、サトイモを育てました。 

農業科支援員さんに、畝立てやマルチ張りなど教えてもらいながら、自分 

たちでもやってみました。マルチに穴をあけるのが初めての子も多く、力 

を込めて一つ一つ体験していました。夏休みにもサトイモの成長を見に来 

ては、水やりを続けました。その結果無事に収穫することができました。 

 収穫祭では、自分たちが育てたサトイモの入った芋汁を全校生に食べて 

もらい、大満足でした。また、枝豆は茹でて食べたり、ずんだ団子にし 

たりしておいしくいただきました。 

【稲作にチャレンジ！】 

５年生が中心となって稲作に取り組みました。社会科における農業の学習と

関連付けながら、実際に稲作を経験することで、農家の人たちがどのような思

いや願いをもって稲を育てているのかを学ぶことがねらいです。今年度も、３

～６年生も田植えや稲刈りに参加しました。４月には苗箱に土を入れ、種をま

くことからスタートしました。５月の田植えでは、はじめに代かきされた田に

裸足で入り、条板という道具を使って、苗を植える位置の目印をつけていきま

す。その後、印に沿って田植えを行いました。泥に足を取られながらも、農作

業の楽しさを実感しました。１０月の稲刈りでは手刈りに挑戦しました。前 

かがみの同じ姿勢に「腰が痛い」と苦労しつつも、慣れてくると「楽しい」と笑顔で鎌で刈り取りました。最

後には「もっと刈りたい」という声も聞かれました。子どもたちが大切に育てたお米は、２合ずつ袋詰めにし、

全校生や地域の方々に配りました。みんなの喜ぶ様子から達成感を感じていました。 

【ネギ＆ゴボウにチャレンジ！】 

 ６年生は、芋煮会の芋汁の具材を提供することを目指して、ネギと 

ゴボウの栽培に取り組みました。昨年の６年生から「ネギに土を盛る 

ことを忘れないでね」とアドバイスをもらったことを実践したり、農 

業科支援員の方々にアドバイスをいただいたりしながら進んで活動に 

取り組みました。６年生ともなると自分達の農作物を育てるだけでな 

く、他学年の畑の様子を観察して世話をしたり、藁敷きをしたり除草 

したりと慣れた手つきで作業することができました。その頑張りの成 

果もあり、芋煮会では自分たちの育てたネギやゴボウを入れて味わう 

ことができました。他学年に「おいしい」と褒められたことで、農作業の意義を感じることができました。ま

た、畑の整備や片付けも素早く行うことができました。 

【収穫祭・芋煮会でスマイル！】 

 全校生や農業科支援員さんの前で、各学年が今年の収穫報告を行いま 

した。それぞれに苦労したことや頑張ったことを発表しました。自分達 

の育てた野菜が大きく育ったことが嬉しく、大きな野菜を見せる表情も 

誇らし気でした。その後、５・６年生が芋煮会のメイン料理の芋汁を作 

りました。３・４年生が育てたサトイモに６年生が育てたゴボウやネギ 

をたっぷり入れた芋汁は、全校生を笑顔にしました。材料量が、やや多 

かったかなと心配の声も上がりましたが、そんな心配はいらないくらい 

全校生が何杯もおかわりしたことで、そのグループもあっという間にな 

くなりました。下級生のおかわりする姿に５・６年生も嬉しそうでした。 

自分のためだけでなく、みんなのために育てたことで、大変さや苦労よりも、収穫の喜び、達成感、満足感

を味わうことができました。 


